
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０３

若手研究(B)

2014～2013

特別支援教育における学習集団の指導方法と教材開発

The Teaching Method and the Development of Teaching Materials of the Learning Group 
in Special Needs Education

６０４６２０７４研究者番号：

吉田　茂孝（YOSHIDA, SHIGETAKA）

大阪教育大学・教育学部・准教授

研究期間：

２５７８０４７８

平成 年 月 日現在２７   ６ ２３

円     1,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、「特別な教育的ニーズ」のある子どもを含む学習集団への指導方法と教材開発
について、日本の授業研究とともに、ドイツ教授学の文献研究をはじめ、日本の実践現場へのフィールドワークやドイ
ツへの現地調査などから検討した。学習集団への指導方法としては、「つまずき」を生かした授業の再評価、学級での
「ルール」づくりの過程、日常的に展開する集団づくり、が注目されていた。教材開発には、学習意欲を引き出す動機
づけに向けて実感や他者との関係を伴う授業過程、教科のもつ文化的価値としての教材文化、教材の教科内容との適切
な関係、という視点が求められる。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined the teaching method and the development of teaching 
materials to the learning group including the child with "special educational needs" from documents study 
of the Germany didactics with a Japanese class study and from field works in Japan and Germany. As the 
teaching method to the learning group, the reevaluation of the class by using classroom mistakes, the 
process of making rules in the class, and group formation unfolding routinely were focused on. It is 
necessary to have the viewpoint of the class process with the relations with an actual feeling and 
others, teaching materials culture as the cultural value of the subject, and the appropriate relations 
with the subject contents of the teaching materials for the development of teaching materials.

研究分野： 社会科学
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１． 研究開始当初の背景 
 特別支援教育の開始から、通常学級におけ
る「特別な教育的ニーズ」のある子どもの支
援を重視する傾向は強くなり、「特別な教育
的ニーズ」のある子どもへは個別の対応が注
目されている。 
 こうした通常学級において編成される学
習集団では、授業成立にとって「特別な教育
的ニーズ」のある子どもだけではなく、周り
の子どもに対して指導していく必要がある。
そのため、2008～2009 年度の科研費の補助
を受けた研究において、①「特別な教育的ニ
ーズ」のある子どもには一つの班に所属する
だけではなく、グループ、チームなど複数の
小集団に所属するといった「複数の居場所
（それは、避難所でもある）」が必要である
こと、②日々の学級指導と授業指導の相互作
用が子どもどうしの「つながり」をつくり出
すこと、を文献研究と実践分析から明らかに
した（「特別支援教育において編成される多
様な子どもの学習集団での授業実践の教授
学的研究」若手研究（Ｂ）課題番号 20730524）。 
 しかしながら、授業において周りの子ども
と「つながる」ことができず、「お客様」扱
いや「特別」扱いされたりする「特別な教育
的ニーズ」のある子どもが、周りの子どもた
ちと「つながる」ための学習集団への指導方
法や、授業の中でかかわり合いをつくり出す
教材の開発は課題である（湯浅恭正編『特別
支援教育を変える授業づくり・学級づくり全
３巻』明治図書、2009 年、また近年、日本
教育方法学会の課題研究などでも議論され
ている）。こうした課題に対して、日本では、
これまで、学習集団づくりが展開され、今日
では、学びの共同体の実践なども試みられて
いる。また、ドイツでは、多様な子どもが存
在する学級やグループで学ぶ、「異質なグル
ープでの学び」や「協同学習」が注目されて
いる（Kiper, H. u. a.: Lernarrange- ments 
für heterogene Gruppen. Julius Klinkhardt 
Verlag, Bad Heilbrunn, 2008, 吉田茂孝・髙
木啓「『異質性』をめぐるドイツ教育学の動
向－「個別化」との関係性から－」『研究紀
要』第 52・53 合併号、2010 年、201～217
頁）。  
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、特殊教育から特別支援教
育への転換によって注目されている「特別な
教育的ニーズ」のある子どもを含む通常学級
で編成される学習集団を、日本の授業研究の
動向とともに、教授学研究の盛んなドイツを
中心に検討し、「特別な教育的ニーズ」のあ
る子どもが、授業において周りの子どもたち
と「つながる」ための学習集団への指導方法
と、子どもどうしのかかわり合いをつくり出
す教材を開発することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「特別な教育的ニーズ」のあ

る子どもを含む通常学級で編成される学習
集団に焦点をあて、学習集団論・学びの共同
体論を中心に文献研究及びフィールドワー
クと、ドイツへの現地調査を行い、文献収集
と関係者への聴き取りを行った。具体的には
以下のとおりである。 
 
（１）日本の特別支援教育の研究動向ととも
に、学習集団論・学びの共同体論の研究を中
心に文献収集を行った。特に通常学級を研究
対象とした授業研究などに関係する文献を
収集し、「特別な教育的ニーズ」のある子ど
もを含む「すべての子ども」を対象とした授
業論を考察した。 
 
（２）学習集団論・学びの共同体論による授
業改善に取り組む広島、長崎、福岡、香川の
授業研究会やサークルへ参加し、資料収集や
教育現場の生の声を聴き取り、意見交換など
を行った。また、月に１～２回程度、１年間
を通して特定の小学校で授業を参観するな
どフィールドワークを行った。そのさい、「特
別な教育的ニーズ」のある子どもを含む通常
学級で編成される学習集団への指導方法を
分析した。 
 
（３）国際的な視点として、教授学の研究が
盛んなドイツを中心に文献研究はもちろん
のこと、ドイツへの現地調査を行い、文献収
集や関係者への聴き取りを行った。とりわけ、
授業の個別化の視点について、吉田成章准教
授（広島大学）の協力を得て、Hanna Kiper
教授（オルデンブルグ大学）などの助言を得
ることができた。 
 
４．研究成果 
（１）通常学級において特別支援教育、特に
発達障害児への支援を取り入れ、「すべての
子ども」を対象にした現在の授業論の研究課
題を整理した。そのさい、第一に、教師が「一
斉」に教えるだけの授業スタイルだけではな
く、集団の中で多様なかかわり合いをつくり
出す指導の必要性が明らかになった。第二に、
授業づくりにおける個と集団の関係の追求
である。具体的には、一斉授業とともに個別
指導の必要性を考察することで、固定的なレ
ッテルを貼るような「個に応じた」指導では
なく、子ども一人ひとりの可能性を引き出す
「個を生かす」教育観、一対一の個別指導だ
けではなく、集団指導を含む「個別の指導計
画」の視点、「特別な教育的ニーズ」のある
子どもを取り巻く人々との関係から間接的
な指導を導く「個人指導」、が求められる。
第三に、学習集団内の固定化した関係性を組
み替えるために、生活綴方の再評価、競争的
価値観を組み替え共感的自己肯定感が高ま
る取り組み、「教え合い」から「学び合い」
への転換に向けての実践的視点が必要であ
る。 
 



（２）一定期間継続して授業を参観するなど
フィールドワークを実施した小学校の授業
記録とその分析を行った。第一に、発達障害
児への支援として、授業において「見通し」
を持たせることが構想されているが、「見通
し」とは答えを簡単に出すためのものや正答
主義を助長するものでもない。そうではなく
て、子どもたちが学習課題を考え合う授業の
プロセスの重要性や「誤答」「つまずき」等
を含めた多様な考え方を導く視点が求めら
れる。第二に、学習集団内の関係性の組み替
えについて、一つの正解を求めることに注目
したり、「正答」を早く求めたりする競争的
価値ではなく、多様なやり方から、自分の答
えも認められる、多くの仲間と意見交換する
ことで、自分の意見が言うことができる（＝
参加することができる）、といったことから
共感的自己肯定感を育むことが求められて
いた。第三に、学級活動でつくり出す関係性
では、「関係ある子」と「関係ない子」とい
った固定した関係性を捉え直し、教師が関係
をつくり出す、またはその関係性を組み替え
るような指導が求められていた。特に集団意
識、仲間意識のある視点、といった学習集団
形成の視点を析出した。 
 
（３）学習集団への指導方法の視点として、
第一に、発達障害児への支援に見られる授業
の「わかりやすさ」の追求や「つまずき」の
未然防止といった指導方法の課題を整理し、
参加のあり方や「つまずき」を生かした授業
づくりを考察した。特に、「つまずき」には、
どの子にも起きる「つまずき」と、障害特性
に応じた支援の視点が求められる「学習困
難」の二つが議論されていた。第二に、「特
別ルール」について検討し、民主的な異議申
し立ての仕方や「ルール」を共同決定し、活
動し、点検し、「ルール」を変革していく機
会としての意義を明らかにした。特に子ども
たちに「ルール」を一方的に強いるのではな
く、「ルール」づくりにおいて当事者として
の意識が求められる。第三に、教科教育では
教科内容の習得、教科外教育では集団を高め
ることなどの相対的独自性のもと、日常的に
展開する集団づくりを通して学級内の現実
の人間関係を捉え直し、関係性を組み替える
ことを検討した。 
 
（４）教材開発の視点として、第一に、学習
意欲を引き出す動機づけから、教材に対する
魅力とともに、課題解決過程や作業過程にお
いて子どもたちに「実感」を与えることを検
討した。また、課題解決過程や作業過程にお
いて「他者」とよりよい関係を築いていこう
とする工夫が求められる。第二に、教材文化
について、教えたい内容の背景にある文化的
価値をふまえる必要性がある。例えば、言葉
のおもしろさや音の楽しさ、運動文化などで
ある。また子どもたちの発達ニーズに応じた
教材の可能性を考察した。そこでは、教材解

釈をするさい、子ども理解の視点を含めて検
討することが求められる。第三に、教材と教
具の違いとその使い方から、教材と教具の概
念を区別したうえで、今日注目されている
ICT教育のあり方や学習材について整理した。
なお、教材開発においても、他者や集団との
関係から開発する視点を再確認した。 
 
（５）日本の特別支援教育に見られる授業づ
くりと、ドイツの特別教育 (Sonderpäd- 
agogik)やインクルーシブ教育の研究動向と
を比較検討し、ドイツから示唆される課題を
まとめた。また、ドイツのインテグレーショ
ンからインクルージョンへの発展に見られ
るインクルーシブ教授学の展開動向を、1970
年代の個別化の議論から今日までどのよう
に継承・展開されてきたのかに焦点をあてて
検討した。特に、フォイザー(Feuser, G.)やザ
イツ(Seitz, S.)らのインクルーシブ教授学へ
の転換を巡る議論から、学習集団の指導方法
や教材のあり方についても関係するような
個別の学びと共通の学びの意義や、差異性に
おける相似性を整理した。 
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